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L はじめに
現在流通している機械可読式吾録 (MARC) には，網羅性・完全性を百的として作成され
るものと速報性・簡賓性をE指すものの 2種類がある。前者は，医立司会図書館の J/MARC
;こ代表されるが，新刊菌書が出版されてから MARCが頒布されるまでのタイムラグが問題に
なる。後者のひとつである(株)大阪屋の OPLI担ARCl)は 新刊図書発売の 1週間前に届く
書誌情報を入力データとしており，書庖に新子日国書が配本されると同時に MARCが完成し利
用者に頒布されるc この MARCは，富定長方式で記録されているため長い書名，著者名など
において一部窃り捨ての問題が起こるが ファイル操作の禽便さと速報性に優れており出版情
報の迅速な収集や呂録作成の素討として利吊できる特教を持っている。
昨今のインターネット上では多数の図書舘の OPACが無料で公開され始めており，中小密
書鎗における目録作或の意義と必要性が検討課題とな号つつあるが 各図書館の受入台帳の作
成そのものは必要であり 各館における書誌靖報のデータベース化にこれら斑ARCは必須の
ツールと言えるであろう。今回，国定長方式の OPIJMARC2年分の主題分者の領域を計量的
に解析し，基本件名標目表 (BSH)2)の併用による吉動分類の可能性を検討した。
2.分析領域とアルゴリズム
OPU張A茸Cは，図書 1冊分の書誌情報が固定長レコード (750バイト)の頴編成で磁気テ
ープに記録されているが，フロッピイディスクの場合は 255バイトが2屈と 240ノfイトが I
Eの合計3屈の読み取りで図書 1骨の呂諒情報が，パソコンで処理可能となる。今回分析に
復活した OPLI斑ARCは， 1995年出販の図書47，345冊と 1996年出版の国書46，694罰であ
る。 1レコード内に割り当てられている各項目と文字数を菌 1に示す。
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2.1 索引レベル
各理書が扱う主題は，日本十進分類法 (NDC)新訂8版3)を用いて類レベル(分類番号 1
桁目)から毛目のレベル(分類番号で 8桁)まで概念の内包と外延に正、じて十進コードiこ置
換され分類コードの領域に記録されている。図書を主題から検素する場合は，その主題を討DC
の分類番号に量き換え，これと一致するものをこの領域かち見つけ出す事になる c NDCで
は， 3桁巨と 4桁Eの関に読み易さのための豆切り記号(.)を用いるため， 7桁の領域を割
り当てられてはいるが，もっとも索引レベルが深くても分類番号6桁の毛日までとなる。こ
の領域の桁数を計量的に分析することにより，図書が扱う主題がどこまで深く掘り下げて分析
がなされているかをマク臼的に把握することができる c 誰誌論文と違って，一般的に図書が扱
う主題は類，綱， Elのレベルのことが多いが，この領域の分析により分日以下の主題検索をお
こなう場合の目安を得ることができる。
2.2 分類コードの検証(じ
通常，書名はもっとも端的に図書の内容を示すので，主題分析のまず最初の手がか引ま書名
に使われている語葉である。 OPUMARCの書名(カナ)領域には，書名がカナで分かち書き
されて入力されているので，この領域から抽出した語葉を f語葉対分類番号の対正、表Jを用い
ることにより分類番号に量き換え可能ならば，いわゆる自動分類(分類作業の機械北}への展
望が開ける c 今回「語葉対分類番号の対応表j として，機械可読形式の基本件名標目表
(BSH)第3販を黒いた。この BSHは件名 5，989語，直接参慣の参照語2，886語で講成され
ている針。ここでは，すでに入力されている分類コード領域中の NDC分類番号と書名中の語
葉と一致する BSHファイル中の語棄に付与されている NDC分類番号との一致率を検証し
た。照合の効率をあげるため，書名ファイルも BSHファイルも，ともに NDCの類別に 10
区分している。従って，複数の主題を扱う盟書の場合，書架分類番号のみの照合になる c
BSHファイルは， r件名ファイル (SHD)Jと「直接参照の参顎語ファイル (SEE)Jの 2
つに分けた。 BSHファイルの構成を菌2に示す。いずれも，語棄と NDC分類番号を#で区
切り，全体を 50バイトに固定しているが語嚢領域は可変長である。
件名/室長参需の参照語#NDC
50ノすイト
毘2 BSHファイル
2.3 分類コードの検証明
分類コード領域には NDCの制約から書架分類番号(目録上の①の項自〉しか入力されてい
ないが，複数の主題が扱われている図書の場合，情報検索用の分類番号(目録上の②以下の項
目)も必要となる c そのため各書名ファイルを当該分野以外の弛の類の BSHファイルと照合
させ，検雲居 NDCのヒット率を求めたc ただし， 9類は文学のため書名中の語葉が直接的に
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主題と結び、っき難く かっ形式分類であるので照合の処理を省略した。 o類も開じく形式分類
であるが，この分野の書名には形式を示す書誌，年鑑，全集などが多く，自動分類の可能性が
高いので処理に含めたO
3.分析結果
使用した OPUMARCには 1995年版で 47，345点， 1996年寂で 46，694点の醤書情報が収
録されていたが，絵本その他視聴覚資料の分類コード領域に空白のものが存在したので，索引
レベルの分析対象となったのは， 46，240点 ('95年)と 44，116点 ('96年)であった。各年の
類5JU出版点数を表 1に示す。出競年鑑5)の出版統計によれば， 58，310 ('95)， 60，462 ('96)で
あるが，これに比べて少ないのは，一般書詣での流通になじまない大型本，豪華本などが入力
されていないのと，分類コード領域が空自のものを除いているためであるG
表 1 各年の類部出版点数
類 。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計
1995 I 2，562 2，603 3，625 9，748 3，422 3，816 1，742 5，881 1，040 11，801 46，240 
1996 I 2，200 2，530 3，173 8，867 3，714 4，115 1，842 5，809 997 10，869 44，116 
3.1 分類コードの指数
索引レベルの深さを示す分類コード領域の桁数別分布を表2に示す。各年とも 5桁即ち分
司レベルでの索引が約 50%を占めているが，。類， 2類で辻 5桁の墨巨が最大f直を示した。
もっとも索引レベルの深い 6桁の毛日で最大値を示したのは， 3類 ('95) と5類 ('96)でお
った。各年とも分目以下で約80%を占めている。 1桁の類(表記上は 100，200のように 3桁
分の領域を占める)が， 1類と 3類などで 12件 ('95)，9r牛 ('96)見つかっている。
3.2 書名中の語棄と分類番号
BSHを件名ファイル (SHD) と亘接参照の参照語ファイル (SEE) とに分け再ファイルの
再定率の差を求めた。書名中の語棄をキーとして BSHより分類番号を同定出来た件数を表3
に示す。
。類， 1 類を除いた 3~9 類では，件名ファイルでの語葉の一致率が高い。これから書名には
参照語よ乃件名の方がよく使用されている事がわかる c 再年度における差は殆ど見られないむ
9類(文学)は文学作品が圧倒的に多く研究国書の点数が少ないため向定率が低い。 3類(社
会科学入 4類(自然科学入 5類(応用科学)， 8類(言語学)の同定率が飽の類に比較してや
や高いのが特設であるつ
表3における一致語葉ファイル中の異なり語を表4~こ示す o 50回以上の頻度で現れた語葉
としてプログラミング (96国入呪い (88@)，競馬 (59回入英会話 (57@)，等がある反
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桁数 類
類 (1析)
。 。
(0.0) 
1 2 
(0.1) 
2 。
(0.0) 
3 7 
(0.1) 
4 2 
(0.1) 
5 1 
(0.0) 
6 。
(0.0) 
7 。
(0.0) 
8 。
(0.0) 
9 。
(0.0) 
言十 12 
(0.0) 
桁数 要員
類 (1桁〉
。 。
(0.0) 
1 6 
(0.2) 
2 。
(0.0) 
3 。
(0.0) 
4 3 
(0.1) 
5 。
(0.0) 
6 。
(0.0) 
7 。
(0.0) 
8 。
(0.0) 
9 。
(0.0) 
計 9 
(0.0) 
表2 分類コード領域の軒数分布
(a) '95年度
キ轟 E 分自 厘日
(2箭〉 (3桁) (4桁) (5 m) 
5 484 613 1，425 
(0.2) (18.9) (23.9) (55.6) 
37 825 1，301 369 
(1.4) (31.7) (50.0) (14.2) 
131 627 1，163 1，474 
(3.6) (17.3) (32.1) (40.7) 
25 1，119 4，061 3，466 
(0.3) (11.5) (41.7) (35.6) 
157 557 1，333 1，137 
(4.6) (16.3) (39.0) (33.2) 
37 716 1，560 1，380 
(1.0) (18.8) (40.9) (36.2) 
7 242 1，110 318 
(0.4) (13.9 ) (63.7) (18.3) 
35 1，494 3，437 738 
(0.6) (25.4) (58.4) (12.5) 
36 280 609 110 
(3.5) (26.9) (58.6) (10.6) 
15 3，599 6，376 1，386 
(0.1) (30.5) (54.0) (11.7) 
485 9，943 21，563 11，803 
(1.0) (21.5) (46.6) (25.5) 
(b) '96年度
綱 日 分ヨ 厘日
(2桁〉 (3桁) (4桁} (5桁)
3 362 615 995 
(0.1) (16.5) (28.0) (45.2) 
30 667 1，199 552 
(1.2) (26.4) (47.4) (21.8) 
113 650 950 1，159 
(3.6) (20.5) (29.9) (36.5) 
22 1，005 3，179 3，447 
(0.2) (11.3) (35.9) (38.9) 
118 516 1，338 1，231 
(3.2) (13.9 ) (36.0) (33.1) 
44 514 1，517 1，318 
( 1.1) (12.5) (36.9) (32.0) 
6 222 921 547 
(0.3) (12.1) (50.0) (29.7) 
70 1，113 3，596 859 
(1.2) (19.2) (61.9) (14.8) 
46 228 571 140 
(4.6) (22.9) (57.3) (14.0) 
10 1，846 7，180 1，238 
(0.1) (17.0) (66.1) (11.4) 
462 7，123 21，066 11，486 
(1.0) (16.1) (47.8) (26.0) 
- 170-
毛百 計
(6桁)
35 2，562 
(1.4) 
69 2，603 
(2.7) 
230 3，625 
(6.3) 
1，070 9，748 
(11.0) 
236 3，422 
(6.9) 
122 3，816 
(3.2) 
65 1，742 
(3.7) 
177 5，881 
(3.0) 
5 1，040 
(0.5) 
425 11，801 
(3.6) 
2，434 46，240点
(5.3) (100%) 
毛日 計
(6桁)
225 2，200 
(10.2) 
76 2，530 
(3.0) 
301 3，173 
(9.5) 
1，214 8，867 
(13.7) 
508 3，714 
(13.7) 
722 4，115 
(17.5) 
146 1，842 
(7.9) 
171 5，809 
(2.9) 
12 997 
(1.2) 
595 10，869 
(5.5) 
3，970 44，116点
(9.0) (100%) 
表3 BSHによる分類番号の同定
'95 '96 
類 SHD SEE SHD SEE 
件数 再定率(%) 件数 同定率(%) 件数 同定率(%) 件数 同定率(%)
。 90 4.3 106 5.1 92 4.2 120 5.5 
1 276 11.8 305 13.1 301 11.9 328 13.1 
2 286 9.6 162 5.4 301 9.5 178 5.6 
3 1661 19.9 775 9.3 1744 19.7 831 9.4 
4 801 22.6 302 8.5 830 22.3 308 8.3 
5 523 13.6 294 7.6 541 13.1 309 7.5 
6 171 9.9 132 7.6 182 9.9 144 7.8 
7 510 9.5 194 3.6 554 9.5 209 3.6 
8 145 15.5 140 15.0 151 15.1 149 14.9 
9 234 2.3 121 1.2 244 2.2 135 1.2 
衰 4 一致語葉ファイル中の異なり語
('95) ('96) ('95) ('96) 
類 異な母語 頻度 1の 異なり語 頻慶 1の 類 異なり語 頻度 1の 異なり語 類愛 1の
語葉数 語義数 語葉数 語葉数
。 21 7 9 2 。 9 2 10 3 
1 91 39 60 29 1 60 29 61 28 
2 84 42 41 18 2 41 18 44 23 
3 387 147 186 77 3 186 77 188 75 
4 282 135 103 50 4 103 50 103 49 
5 229 136 97 52 5 97 52 100 53 
6 82 56 53 32 6 53 32 54 32 
7 136 67 81 39 7 81 39 85 45 
8 40 17 35 15 8 35 15 34 13 
9 53 20 39 22 9 39 22 40 22 
言十 1，405 666 704 336 計 704 336 719 343 
(a)対 SHDファイル (b)対 SEEファイル
酉，出現頻夏 1回の語葉も多く，異な乃語に対する比率の平均は SHDで 47.4% ('95) と
47.4% ('96)で， SEEでは需年度とも 47.4%であった。
BS互の類閑語嚢数を表 5~こ示す。両表を比較すると例えば， SHDの0類では 150語中書
名に現れたのは 21語 ('95)，1類では 341語中 91語などであり，平均 11.8% ('95) と12弘
子96) しか SHD中の語葉が書名に使用されていない。一方，書名中の異なり語を分析すると
表6のようになる。
表5 BSHの類別語嚢数
類 I 0 1 2 3 456 7 8 9 I計
SHD I 150 鉛 339 1揃 962 脳間 576 139 277 I問 9
sιI 110 249 251 795 523 707 456 398 106 210 I 3895 
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表6 書名中の類別異なり語数
類 。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
35 I 2202 2920 3403 7232 4023 4627 2594 6118 1354 10247 144720 
'96 I 2294 3094 3527 7478 4161 4826 2734 6452 1414 7478 143458 
これらから，実際の書名に{吏われる件名または亘接参照の参照語は，ともにきわめて少ないこ
とがわかる o BSHによる自動分禁の成功率を高めるためには，書名中に高頻度で出現する語
葉を BSHファイルに追加する必要がある。
複数主題のうち，書架分類番号として採用されなかった主題に対する分類番号を，自動的に
BSH ファイルから抽出させた結果を表 7 に示す。書名ファイルを 0~9 類の 10 区分に分割
し，各分野の書名ファイルから抜き出した語葉と当該分野以外の8撞類の SHDファイル中の
語柔とをマッチングさせ分類番号を抽出した。ただし，両ファイルとも 9類は除外したc
抽出率がもっとも高かったのは， 6類(産業〉の書名ファイルと 3類(社会科学)の S豆D
ファイルとのマッチングによるもので， 14.8% ('95) と14.5% ('96) を示した。
表7 検索現分類番号の自動撞出率
SHDファイル SHDファイル
類 類。1 2 3 4 5 6 7 8 。1 2 3 4 5 6 7 8 
。¥ 2.0 0.4 5.2 3.3 2.6 1.3 1.9 3.6 ~1 1.9 0.4 4.9 3.5 2.5 1.4 1.9 3.9 
111.0 ¥ 1.6 7.5 7.5 2.6 1.5 1.9 1.7 I 11 1.11~ 1.7 7.4 7.5 2.5 1.5 1.8 1.5 
書 2 2.3 2.5 ¥ 7.4 5.4 2.4 2.3 2.9 1.1 書 2 2.2 3.2 ¥ 7.215.4 2.5 2.212.7 1.1 
名
3 1.8 4.5 3.7 ¥ 6.2 4.7 2.5 2.3 1.9 フ I~ 4 0.6 2.5 1.6 6.9 7.3 2.0 2.1 1.8 ア
イ 5 0.4 0.6 1.4 7.2 9.7 I~ 5.1 2.6 1.9 
名
3 2.0 4.9 3.7 1~6.1 4.7 2.412.2 1.8 
フ 6.91~ 4 0.7 2.8 1.6 7.3 2.212.2 1.8 
ア I~ イ 5 0.4 1.0 1.4 7.3 19.4 4.912.7 1.8 
jレ6 1.6 1.4 3.7 14.8 10.3 5.5 I~ 2.2 1.6 yレ6 1.4 1.8 4.2 14.5 10.9 6.0 I~ 2.2 1.7 
7 1.4 1.9 1.6 3.5 5.2 2.9 1.5 ¥ 1.7 7 1.4 2.7 1.5 3.5 5.3 2.9 1.5 I~ 1.7 
8 2.8 2.8 3.5 7.4 2.7 3.1 2.7 5.2 ¥ 8 3.1 2.9 3.8 7.1 2.8 3.3 2.5 5.3 ¥ 
(a) '95年震 OPlJMARC (%) (b) '96年度 OPL!l¥弘RC (%) 
4.検討
4.1 索引レベル
再年度を通じて索引レベルの深さは分目がもっとも多く， 4桁以上の主題分析が80%を示
しており，外延の狭い主題験索にも充分対応、できるものと思われる。雑誌論文と異なり，図書
の扱う主題に分Eレベルが多いのも 4桁が多い原因の一つでもあろう。実際の情報検索で辻
分日以上の主題が多く，この索引レベルで有効に機能するものとみられる。
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。類(総記)と 2類(歴史)は，抱の類と異なり産自がもっとも多いのは，分類表の構造の
持つ特殊性のためと考えられる。点数は少ないが1桁の類のものが 12点 ('95)，9点 ('96)
それぞれ見られた。これは， i哲学とはjとか f科学入門jのような入門書が出版されている
からで 1桁の分類番号にならざるを得ないo 9類(文学)は，主題からの検索よりは書名，著
者名からの検索になることが多く荷数の問題は少ないであろう。
4.2 BSHとの一致率
書名中の語棄を用いて BSHよ乃分類番号を同定する方式の効率は たかだか現状で辻 22
%であるが，年時の図書出版点数は現在約 50，000点であり，この方式で約 2割 10，000点が
機械的に分類できることになる。今後，書名中の出現頻震の高い異な与語を中心に，轄広く語
葉を BSHに追加していくことにより自動分類の或功率をさらに高めることは可能である c た
だ単耗な語嚢と語棄とのマッチングによるこの方式iこは fオシエ(教え)j と「オシエ〈押し
絵)jのような同音異義語の区別をするために 漢字によるマッチング方式に変更するなどの
改長が必要である。
表6は，複数主題や副次的な主題，たとえば「経済小説の読み方j，1"思想と文学j，1"漢詩
で読む中国の璽史jなどに対する分類番号の同定成功率を示しているが，成功率はたかだか 15
%である。しかし この指標も BSHファイルへの語棄の追加により改善されるものと思われ
る。
5.おわりに
効率の良い情報検索には欠かせまい精殺な主題分析は，高度な人聞の判断能力を必要とする
ものであり時間を要する作業であるが件名を捜用した的確な内容表現の書名に対してはこの
方式で充分に対処できるで毒ろう。 BSHファイルの改良によ乃今後 分類番号の再定率を高
める索引法を検討していきたい。
この分析のためのデータについて費宜を計って彊いた本学非常勤講師，谷口豊先生に厚くお
礼申し上げます。
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